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1 . 組　織　の　概　要

（１) 　事業者名及び代表者名

株式会社　第一塗装店 代表取締役　山　下　保　佑

（２) 　所在地

名古屋市昭和区鶴舞２丁目１６番１７号

（３) 　環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 大野　悟

環境管理事務局　 横山満子

連絡先 株式会社　第一塗装店

電話　　０５２－８８２－５６２６

FAX     ０５２－８７１－８８１６

（４) 業　種

建設業（塗装工事、とび・土工・コンクリート工事）

（５) 　事業規模

・売上高　　　：　6億　　1千 84万円

・従業員数　 ：  10 名　

・事業所延べ床面積　：１４８㎡

2 . 対　象　範　囲

（１) 　認証登録の範囲

・　事業活動 塗装工事・防水工事・足場工事

・　対象事業場 本社・倉庫

（２) 　環境活動レポートについて

・　対象期間 2021年10月　１日～2022年９月30日

・　発行日 2022年10月25日



1.実施体制

環境管理責任者

　環境方針の策定

　環境部門責任者の指名

　資材（人材・資金・技術）の用意

　実施体制（システム）の評価と見直し

　システムの実施を代表者に報告する

　外部からの苦情等の窓口担当

　全体計画の立案

　文書の作成

　一般教育の実施

　システム運用上の事務管理

　工事部門の計画立案

　作業教育の実施

　システムの実施状況の確認記録

　作業教育の実施

　システムの実施状況の確認記録

専務取締役　横山満子

工事担当　尾関弘次

　（営業係長）

化学物質管理 常務取締役　　今川能明

作成者 大野　悟

作成日 2022.10.25

環境管理最高責任者

代表取締役　　山下 保佑

営業係長　　大野 　悟

総務 工事現場

専務取締役　横山満子

事務局

営業

大野　悟

役　　職 役割・責任・権限

　代　表　者

（環境管理最高責任者）

　工事部責任者

　事務局

顧問　山下富雄

　環境管理責任者



　　株式会社　第一塗装店は、企業活動の中において、環境汚染の防止、

地球資源の有効活用、環境管理活動を通じて『地球環境の保全』を重大な課題

のひとつと認識し、常に環境に配慮して、継続的に推進します。

1.  環境保全に全員参加で取組みます。

2. 環境配慮塗料(水性塗料等)の使用率向上に努めます。

3. 事業活動に起因する廃棄物の削減、省資源省エネルギー、

リサイクル活動を推進します。

4. 環境関連法令を遵守し、環境保全に努めます。

5. 環境経営目標を定め、活動を推進します。

6. 環境経営目標は定期的に見直しを行い、環境の継続的な改善

をはかります。

7. 教育訓練及び日常の活動を通じて、環境経営方針の周知

徹底を図ります。

２００７年１２月１日　制定

２０２２年  ６月１日　改定

株式会社  第一塗装店

代表取締役  山下保佑

基　本　方　針

3.　環　境　経　営　方　針



4.環　境　経　営　目　標

環境目標は2018年度の実績をもとに一部修正して基準設定し、当期を含めて

3ｹ年の計画を策定致しました。

尚　二酸化炭素排出係数は201７年度の中部電力(調整後）の0.472kg-CO2/kWhを使用

2021 2022 2023

% 81.9 84.4 85.2 86.1 1%

②CO２排出量計 t-CO2 41.9 40.7 40.3 39.9 -1%

ガソリン t-CO2 22.9 22.2 22.0 21.8 -1%

ｶﾞｿﾘﾝ(現場) t-CO2 13.0 12.6 12.5 12.3 -1%

購入電力 t-CO2 5.95 5.77 5.71 5.66 -1%

kg 2,071 1,949 1,910 1,872 -2%

t 80.0 節水 節水 節水 努力

ー ー 配慮 配慮 配慮 努力

5. 環　境　経　営　目　標　の　実　績

当期目標A 当期実績B

2022 2022

% 81.9 85.2 81.7 0.959 ×

②CO２排出量計 t-CO2 41.9 40.3 39.6 0.984 〇

ガソリン t-CO2 22.9 22.0 20.3 0.923 〇

ｶﾞｿﾘﾝ(現場) t-CO2 13.0 12.5 14.7 1.178 ×

購入電力 t-CO2 5.95 5.71 4.64 0.813 ○

kg 2,071 1,910 1,050 0.550
○

t 80.0 節水 43.0 できた ○

ー ー 配慮 配慮 できた ○

評価は当期目標に対する排出量実績の比較：１以下は目標達成○印、但し①は逆。

目標未達は×印としています。

基準年比売り上げ高の増加にもよるが、電力、ガソリン(営業）は減少、現場ガソリンは増加しているが、
②CO2排出量は総合で削減しています。
①の水性塗料の比率と産業廃棄物排出量は目標未達だが、水使用量・化学物質使用量（ＰＲＴＲ物質）
は何れも削減しています。

③
廃
棄
物
排
出
量

2018
基準年度

評価

①環境配慮の水性塗料
の使用率増加

環境目標 単位 B/A

46.1 44.3 57.4 1.295

８０以上 80以上

排出量 t

⑥ｸﾞﾘｰﾝ購入

前年
比

単位 2018
基準年度

環　境　目　標

④化学物質使用量
　　　(PRTR対象物質）

⑤水使用量削減

④化学物質使用量

環境目標

①環境配慮の水性塗料
使用率増加

③
廃
棄
物
排
出
量

⑥ｸﾞﾘｰﾝ購入

⑤水使用量削減

産廃

産廃

再資源化率 % 86.4 80以上 〇

43.8 -1%

80以上 把握

×

再資源化率 % 80以上 80以上 80以上

排出量 t 46.1 44.7 44.3



6．環境経営計画と取組結果及び次年度取組 作　成

スケジュール　●印は実績 取組評価○印は取組できた。△今少し不十分。 2022.10.1

今期の環境経営計画は下表の通りです。 実績・評価・次年度記入は2022.10.1 大野　悟

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1.水性塗料の使用率増加 ○ 受注計画、生産計画、資材管理、

2.化学物質使用量 ○ 在庫管理、等全体として見直すこと。

（１）アイドリング停止・低速走行の励行 ○ 営業担当各自管理 社有車の計画的な運用心掛ける。

（２）冷暖房機の効率的な運転 ○ お昼休憩時にOFF　 扇風機の併用およびエアコンの

（３）未使用場所の照明電源オフ ○ 各自管理 温度管理を実施

(４）省エネﾀｲﾌﾟの空調他設備の調査・調達 ○ 機械設備の電源管理を徹底

（１）廃棄物置き場の分別・整理整頓 ○ 都度実施 廃棄物の削減に配慮する

（２）両面コピーの実施、裏紙利用の促進 ○ 都度実施

（３）資源ごみを分別 ○ 都度実施

（４）産業廃棄物(廃プラ類)、 ○ 都度実施

特別産業廃棄物(排油の水性・油性分別) ○ 油性刷毛の洗浄水、廃プラ等増加した

○ 朝礼での説明　各自管理

○ 目標達成。大幅に削減できた。 普段からの意識徹底

(1)使用原材料はグリーン購入に配慮 ○ 配慮できた 事務局

(2事務用品等のグリーン購入に配慮 ○ 配慮できた

配慮できた。

(１)緊急時対応手順書の確認 ● ○ 文書作成及び教育実施 日常から消火器などの備品を管理

(２)防災訓練の実施 ● ○ 消火訓練実施　　消火設備確認

(３)非難訓練の実施 ● ○ 鶴舞公園までの避難訓練

取組はまずまずであった。評価

⑥．
グリーン購入
（配慮目標）

専務

継
続

専務

評価

参考
緊急事態
対応訓練

常務

継
続

大野

大野

 ⑤．
水使用量の

削減
（１）節水意識の徹底 専務

継
続評価

③．
自社の廃棄
物排出量の

削減

尾関

継
続

専務

常務

尾関

尾関 評価

②.
二酸化炭素
排出量の

削減

尾関

継
続

専務

専務

常務 都度実施 評価
エアコン温度管理、社用車の運行管理の徹

底で削減できた。

①.④
本来業務

常務 ①塗料成分の中に、PRTR対象物質の含有率
１％以下のものは使用量の多いものに付いては
算出する

継
続常務

承　認

2022.10.1

今川

取組項目 取組内容
担当責
任者

スケジュ－ル 取
組
評

取組結果、評価 次年度取組内容



7. 過去の環境目標の実績推移

図1

図2

対策効果により、売上原単位はおしなべて低下致しました

産廃の2014年値は異常値でした
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8. 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度取組内容

1) 環境配慮への取組強化

民間の水性塗料使用を促進したが目標を達成できませんでした。

【次年度取組】

　民間では水性塗料の採用が進んでいるので積極的に民家における

水性塗料採用の推奨で比率を上げてまいります。

水性塗料の採用の営業活動に努めます。

2) 二酸化化炭素排出量削減について

リモート勤務もあり営業のガソリン使用量は減りましたが現場は増加しました。

電力に関してはコロナ感染対策も終了し1階のみのエアコン使用で節電

目標を達成できました。

【次年度取組】

今後は、感染状況を考えて1階のみの使用で更なる削減をしたいと思います。

3) 廃棄物排出量について

産廃排出量は増加してしまいましたが、資源化率は86.4％で目標を達成できました。

【次年度取組】

次年度は残材削減等の産業廃棄物等管理の徹底で削減に努めます。

3) 化学物質使用料

水性塗料の使用率は増加はできなかったが、ＰＲＴＲ物質の割合は削減できました。

【次年度取組】

次年度もＰＲＴＲ対象物質含有塗料を削減、水溶系の採用で継続削減します。

4) 水使用量

節水の徹底で使用量が大幅に削減できました。

今後も数値目標は設定しないが、数量把握は継続節水に努めます。

5) グリーン購入は目標設定はしないが継続配慮購入に努めます。



該当する環境法規制 適用内容または対応
遵法評
価結果

廃棄物処理法（廃掃法） 廃棄物の適正分別 ○

廃棄物適正処理県条例も適
用

廃棄物処理委託契約書 ○

マニフェストの管理 ○

マニフェスト実績報告 ○

名古屋市条例 自動車の駐車時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ ○

（市民の環境保全） 自動車の購入は低公害車の使用に努める ○

溶剤系塗料を使用する場合、作業量や時間帯の
検討

○

水性塗料への移行 ○

フロン排出抑制法

機器の廃棄を委託する場合、委託確認書の受理
と写しを保存する。

家電リサイクル法
簡易点検を四半期ごとに実施する。

（エアコン設置）
フロン回収業者の引取証明書の受理と写しの保
存をする。（３年間）

○

防音型の機械を使用 ○

早朝・夜間作業、日曜・祭日作業の自粛 ○

消防法 少量危険物取り扱所 ○

有機溶剤使用 ○

現場の作業管理 ○

　環境関連法規への違反・訴訟等はありません。

　又、関係当局からの違反等の指摘は、過去３年間ありません。

2022.10.3　　環境管理責任者　　大野悟

悪臭防止法

○

騒音規制法

労働安全衛生法

9．環境関連法規への違反・訴訟等の有無

①該当する主な環境関連法規



大野　悟

確認

1 エコアクション21文書 ☑ 文書・記録としてまとめた。

2 環境目標及び目標達成状況 ☑ 「環境配慮塗料の使用削減」は達成。

CO2、水使用量は削減したが産廃は増加。

3 環境活動計画及び取り組み実施状況 ☑ 本文記載のとおり。

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 ☑ 遵守を確認。

5 外部コミュニケーション・対応記録 ☑ 苦情はありませんでした。。

6 問題点の是正・予防措置の実施状況 ☑

7 ☑ 特になし。

8 その他（               ） ☑ 特になし。

コロナ感染対策も終了し1階のみでの業務を進めていくのでさらに電力使用が減少する事が

見込まれるがエアコンの効率よい使用に心がける。

ゴミの排出量は受注工事内容で変化が見られ増加した。

今後は通常業務に戻す為、過去と変わらない数値に戻るのではないか

リモートワークの推奨は進めていきガソリンの使用も減らしていきたいと思います。

株式会社 第一塗装店

代表取締役　山下　保佑

見直し項目
変更の
必要性

1 環境方針 有・無 当面継続

2 環境目標 有・無 未達成事項の見直しは必要だが、当面継続

3 環境活動計画 有・無 当面継続

4 実施体制 有・無 当面継続

5 その他のシステム要素 有・無 当面継続

6 その他（外部への対応） 有・無 特になし

令和4年10月25日

10．代表者による全体評価と見直しの結果・指示

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

「有」の場合の指示事項等

項    目 （必要に応じて評価・コメント記載）

１
・
見
直
し
関
連
情
報

取引先、業界、関係行政機関、その他の
外部動向

令和4年10月25日

20201度の産業廃棄物排出増加による目標未達
成の是正


